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・２０２２/５/１３ 

額田バイオマス活用検討会 

 

市民会議ワークショップ（2回目）議事録 

～森林資源の利活用を考えカーボンニュートラルの実現にむけて～  

・日時：令和 4年５月８日（日） １3時～1５時３０分 

・場所：むらさきかん第４活動室 A 

・ファシリテータ： AKJ環境総合研究所副理事長、あいち環境塾プログラム・マネージャー 

名古屋大学大学院工学研究科 化学システム工学専攻 准教授 小林敬幸様 

・参加者：1５人 （五十音順）：稲垣、加藤、藏藤、小林、近藤、笹原、重徳（途中退席）、鈴木（健）、 

（敬称略）     鈴木（ま）、鋤柄、冨田、野本、日高、水野、渡辺（途中退席） 

・内容： １）新規参加者（7名）を加え２グループに分かれて頂きワークショップを開催した 

（新規参加者のグループ分けは事務局にて振り分けを行った） 

☆グループ A：藏藤寛、近藤義人、鋤柄雄司、冨田宣弘、野本篤 

☆グループ B：笹原圭一、鈴木健一、鈴木まさと、日高敏明、水野和康、渡辺正司 

      ２）新規参加者の自己紹介と参加動機など発表 

      ３）1/９（1回目）のワークショップ（現状把握）のまとめを参考に各グループで意見交換し 

2回目の議題である①チーム名の決定②行動の方向を決める（手段・方法も考えながら） 

についてのワークショップを行った 

        スケジュール 

       １３：４０～１４：４０  現状把握から行動の方向決め意見交換 

       １４：４０～１４：５０  休憩（コーヒータイム） 

       １４：５０～１５：３０  方法決め議論とチーム名の検討 

       １５：４５～１５：５０  まとめ発表（チーム名と方法決め） 

       １５：５０        閉会 

・結果  

●グループ A：鋤柄雄司さん 

 ①チーム名：山政場連携チーム 

 ②「行動の方向について」概要 

   ・山（バイオマスなど木がある場）があってこそ森林経営やＣNなどの話ができる。 

・山を持っている人や関わっている人達の山の存在の理解が重要であるが、この理解の 

内容でも川上の人や川下の人とでも理解に差がある。これらの差や色々な疑問をこの場 

で話合いを行う事で理解を深めることができる 

・こういった内容を政治の中でも議論して頂き、その結果を再び場で話し合い実現に結び 

付けてゆく。 

・今後、どういった場を提供し、どういった連携をしていけば良いかを考えてゆきたい。 

    ●グループＢ：鈴木健一さん 

 ①チーム名：森を活かし生かされきるチーム 

 ②「行動の方向について」概要 

      ・昔は山で伐った木は生活の中で使いきっていた。薪にしたり漁場でも燃料と 

       するなど暮らしの中で成り立っていたし産業としても成り立っていた。今は丸太 
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       での扱いでしかない。やはり木を使いきる森に活かしきる、活かされきる内容で 

       暮らしに根付いた内容でゆきたい 

・例えば①小中学校の机と椅子を地元産の木で製材し設計し自分たちで組立て 

6年間使ってゆく。自分たちで組立て使って行くことで愛着もでき、木工の楽 

しさも分かる。卒業時にはプレゼントしてゆく 

・②地元産の木を扱う本店を増やしてゆく。現在はどこの業者が扱っているか知 

らない人が多い。今回地域商社が出来たことで、こういった動きがし易くなり期 

待できる 

・③燃料としてもクリーンセンターで燃やし発電もよいし、また家庭で湯を沸か 

し調理もでる普段使いできるような薪ストーブ・ボイラを岡崎で開発に携わり 

普及してゆくのも一つと考える 

 

 

  ・今後について 

１． 今回発表した各チームの「行動の方向」の概要について、さらに深堀し、提言内容 

にまとめあげる事前検討を各チームの方にお願いする 

20220510ワークショップ 2グループ意見整理）参考にして下さい 

 

 ・グループ A意見整理          グルーBの意見整理 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 次回ワークショップ（3回目） 

日時：令和４年 9月４日（日） １３時～ 

場所：むらさきかん第４活動室Ａ 

  内容：提言内容の方法論まとめ 

 

  


